むら/ \ と 見えて たなびく 顔 見 世の 幟の ほど を 

過ぎて 来に けり 

昭和 十 年 三月、 私の 作る 所で ある。 歌 は 誇る に 値せぬ 

が、 之に 関聯して 私 ひとり 思 ひ 出の 禁じ 難い ものが あ 

る。 京の 顔 見 世 は、 近年 十二月 行 ふこと になって ゐ る。 

十一月 末に さし 迫って 初める 為、 十二月 興行と 謂った 

形 をと る ことにな つてし まった。 此は 全く、 明治 中頃 

からの 新しい 為来りに 過ぎない。 明治の 末、 大正の 初 

年頃、 京の 顔 見 世と 言へば、 大阪 から も 見に 行く 風が 

はやり 出した。 ある 年の 顔 見 世に、 口上の 幕が ついて 

雁 治郎が 正座に すわった。 …… 「京の 御 見物 様。 毎度 



あの 不幸な 達人 を 伝へ て やって くれる こと はあり 難い 

が、 —— やはり 浜 芝居の 座頭 か、 書き出しで、 長い 腕 

を 磨いて 来たので、 大 芝居の 座頭の 相談役に は此 以上 

の 人 はない が、 芸格は 低かった と 思 ふ。 時 蔵と 似た 輪 

廓 だが、 長い 座頭の 経験が、 斎 入の 顔に、 芝居の 長者 

らしい 品格 を 置いて ゐた。 まことに 大阪の 芝居 錦絵 I 

I その物 は、 美し さの 真の 準拠と はならぬ が —— を そ 

のま、 の 顔 姿であった。 だから 大阪の 錦絵の 持つ よさ 

—— と 言 ふよ リ醜さ —— が、 その ま、 彼の 舞台 姿に 出 

てゐ た。 月郊 さん は、 芝居 擁護 者と しての 伝統に 列つ 

た 人 だが、 あの人 一代 だけ は、 どうも 東京 歌 舞妓の よ 



発散 を 心がけての 気まぐれだった こと を 思 ふと、 其 一 

生に 理会 がっく。 我 当 は 大阪の 低い 知識の 導く ま、 に、 

シキシ マ 

大和 桜 井から 一里 も 奥の 城 島 村まで 行って、 「忍阪 内 

ノ陵」 —— 舒明 天皇 陵 —— に 参って 家兄の 平癒 を 祈つ 

てゐ る。 だから、 私に とって は、 仁左衛 門に ついて 書 

く 方が、 当らず とも 遠くない 見当に は 這 入る ので ある。 

毎日 新聞と 朝日 新聞と が、 大阪 中の 家庭 を 両分して、 

ひいき 争 ひ をく り 返させて 居た 時代で ある。 雁 治 郎- 

仁左衛 門な ども、 其 安易な 白 石 • 黒 石に 立てられたい 

けで ある。 だけ だと 言へば、 其まで ゝ あるが、 我々 大 

阪で 若い 時 を 過した 者に とって は、 だけ だで はす まな 



の だら う。 考 へれば いろ/ \ 縁 由ら しい もの は ある。 

だが 何としても、 芝居 最初 の 遭遇に 見た と 言 ふ ことが、 

さう したす ベての 上に、 圧する ほどの 力 を 持って ゐる 

の だと 思 ふ。 おもしろ を かしく もない 戦争 芝居、 其に 

後年、 此 舞台な どが 導きに なって、 身た けに 合 はぬ 新 

しい 着物 を 着たがる やうに なって た 役者、 此が 私の 最 

初の 印象 だと すれば、 私の 劇に 対する 理 会な ども、 凡、 

思 ひ 見る ことが 出来る。 だが 其も此 もどうな る もので 

あらう。 
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